
他人の視線が
気にならない
カフェ

健康増進機能
は ELV があれ
ば３Fに設置
しても問題な
い

月１でマル
シェができる
場所があると
よい

一人でゆった
りとリラック
スできる空間
もほしい

ビオトープの
ような場所が
ほしい

土日祝日も子ど
も預かりをやっ
てほしい

どうしても子ど
もを連れて行か
なければならな
い時に、一時預
かりやキッズス
ペースがほしい

低料金でできる
学習支援や習い
事を市で行って
もらいたい

『おひさまひろ
ば』が入ってく
れると駐車場等
色々と便利

高校生だけでは
なく、小学生や
中学生も手厚く
してほしい

学習スペースは
つい立てのよう
なもので区切
り、個々のス
ペースにしてほ
しい

駐車場は無料
で、十分な数を
用意してほしい

気軽に健康相談
ができるような
総合診療の先生
をおいてほしい

１日の家事・育
児がそこで完結
するようなお店
や施設をつくっ
てほしい

幼稚園児や小学
生を預かれる小
規模な保育園・
児童館がほしい

公園を建物の中
央に入れ、その
周りに店舗や施
設が入ると子ど
も達を見ながら
過ごせる

チャレンジ
ショップではな
くレンタルルー
ムできちんとし
たお店を入れて
ほしい

車のない人も多
く、市内に出る
のもバスに乗る
のも大変

転勤や引っ越し
してきた人にも
白河のお土産や
情報が分かるよ
うなお店がほし
い（購入も）

駐車場はイベ
ントや日時に
よって自由に
駐車できるよ
うにしてほし
い

情報発信とし
て、夜の利用・
昼の利用のイ
メージイラス
トがあると分
かりやすい

地域の情報等
が流れるサイ
ネージを１F
に設置してほ
しい

行政関連（子
育て支援等）
は２Fに設置
したい

夜（時間外）
の窓口や受付
がほしい

周囲を一周で
きるようなテ
ラスや空中遊
具がほしい

施設の混雑状
況や利用状況
をうかがえる
LIVE カメラの
設置

屋上緑化して
ほしい

施設利用する
際に使いやす
く分かりやす
い予約システ
ムがほしい

図書館の本の
貸出状況、予
約などができ
る端末・シス
テムがほしい

内と外が繋
がっているよ
うな開放的な
空間

屋上にヘリ
ポートがある
と安心

防災センター
は３Fに設置
してはどうか

可動間仕切り
等で仕切れる
自由な空間が
ほしい

駐車場の空き
状況が分かる
ようなシステ
ム（天井設置
型センサー、
招き灯）

１Fは『みる
る』のような
開放的な空間
がよい
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第３回　ワークショップテーマ

概 要

一般の部　内容

市民支援機能　

その他（共用部など）　

健康増進機能　

交流機能　防災対策機能　

官民連携機能
一般の部

白河市複合施設整備基本設計 市民ワークショップ 第３号かわら版

市民会館跡地に整備する複合施設について、市民の意見

やアイディアを基本設計にいかすため、前回に続き第 3

回複合施設市民ワークショップを開催しました。

今回のワークショップでは、前回の意見確認、複合施設

に必要な機能について、また関連施設との連携と共用の

可能性について意見を出し合いました。

前回のワークショップをふりかえって

LIVE カメラを設置し、駐車場や施設内

の混雑状況・利用状況をオンラインで

確認できるようにしたいといった意見

や、Web で予約した本を市内の公共施

設のどこでも貸出・返却できるシステ

ムが欲しいといった意見など、Web を

活用した施設の利用方法や各施設の具

体的な連携方法についての意見があり

ました。

外部のテラス席や屋上緑化、ビオトープが欲しい、マルシェができるような半屋外空間が

あるとよいなどの意見がありました。

１階はカフェなどの官民連携機能や市民交流機能を配置してほしい、健康増進機能、防災

対策機能は３階でもいいなど、各機能の階配置に関する意見がありました。

一般の部　まとめ

現在の公共施設がうまく利用できて

いない。重ね使いできる用途を入れたい。

表郷・大信・東の人にも

興味を持ってもらうための

努力が必要だと感じた。

市の施設や政策が

知られていなかった。

自分の同世代の人だけではなく、

全世代のことをよく考えなければ

ならないと思った。

生きがいづくり機能

子育て支援機能

『各施設の「連携」を考える』
～「これから」新しい施設の連携の可能性～

日時：2021 年 10 月 17 日（日）10:00 ～ 12:00

場所：マイタウン白河 地下大会議室

参加者：5 名

要望ごとの相互関係

夜（時間外）の窓口や

受付がほしい

地域の情報等が流れる

サイネージを１F に設置してほしい

転勤や引越ししてきた人にも

白河のお土産や情報が分かる

ようなお店がほしい（購入も）

周りに店舗や施設が入ると子

ども達を見ながら過ごせる

施設の混雑状況や利用状況を

うかがえる LIVE カメラの設置
施設利用する際に使いやすく分か

りやすい予約システムがほしい

図書館の本の貸出状況、予約など

ができる端末・システムがほしい

駐車場の空き状況が分かるようなシステム

（天井設置型センサー、招き灯）

行政関連（子育て支援等）
は２F に設置したい

屋上緑化してほしい

一人でゆったりとリラッ

クスできる空間もほしい

他人の視線が気に

ならないカフェ

学習スペースはつい立ての

ようなもので区切り、個々

のスペースにしてほしい

屋上にヘリポートがあると安心

ビオトープのような場

所がほしい

防災センターは３F に設置してはどうか
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絵を描く

絵を見る模写

集う

感じる

つながる

ひとりになる

あたたまる

体を動かす

驚く
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尼崎
ユース

センター

高校生
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尼崎の、公共施設の壁でやるゲーム大会に

感動しました！

若者の声をどうやってとりいれましたか？

高校生

【大阪市「てんしば」】

運動できる場所があるといい。

「自分にも何かできるかもしれない」と思っても

らえるような意見しやすい環境でワークショッ

プやイベント、ミーティングをやっています。

A班

B班

C班

第３回　高校生の部　ワークショップテーマ

はじめに、事前に調べてきた「自分が使いたい」と感じる公共サービスをグループごと

にシェアしました。

後半からは、前半の話を参考にしながら、白河の高校

生が複合施設を使うにあたって想像できる「動詞」と、

それを複合施設の機能である①健康増進 ②子育て支援

③防災対策 ④生きがいづくり と掛け合わせることで

どんな “機能の化学反応”が起こるかを 3 つのグルー

プに分かれてアイデア出しを行いました。

前回課題：「自分が使いたい！憧れの公共サービス・施設」

市外社会教育施設関係者 事例紹介＆トークセッション グループワーク：白河の高校生が“つながる”動詞を考えて、機能にする

キーワード

公共施設で泊まれたら、面白い！

高校生はどうしても夜の外出等

禁止で行動制限されてしまうが、

公共施設であれば問題なさそう。

それぞれできる場所はあるけど、

一か所でできる場所がほしい！

キーワード

用途が多様な場所：

くつろげるけれど、運動も勉強も

読書もできるような空間

交流を目的にしがちだが、

今回のペルソナを含め現代の

若者にはマッチしないのでは？

キーワード

既存の施設でもできる、

交流をメインにした施設ではなく、

「一人になれる」を重視

オンラインにより、他の地域での『若者と公共施設』の事例について話を伺い、

意見を交換しました。

第 3 回の高校生ワークショップでは、

市外の社会教育施設の関係者によるレク

チャーとトークセッション、新施設の『各

機能同士の複合化』に着目した具体的な

空間や機能面の提案を行いました。

高校生の部
『施設の「使い方」を考える』

～白河の公共施設の未来を考えよう～

日時：2021 年 10 月 10 月 17 日（日）

          13:30 ～ 17:00

場所：コミュニティ・カフェ EMANON

参加者：７名

概 要

高校生の部　内容

カフェメニューに防災食を取

り入れる。また、食事で炊き

出しを行うこともできる。

× 防災対策

施設で健康食の提供

× 健康増進

夜は屋上 or

外で星を見て、学ぶ

× その他

絵を描いたり鑑賞ができる

× 工芸室

「おしゃべりできちゃう図書

館」「おしゃべりできちゃう

勉強スペース」

× 読書

思わずココロ / カラダ動か

す、子どもも保護者も一緒に

体を動かせる運動施設

× 運動

ソロキャンプができる場所→

避難場所としても利用、防災

知識を身につけられる

× 防災対策

本を読みながらハンモックで

寛ぐ。テーブル席より長居す

ることができる。

× 読書

映画館ではなく、少人数で映

画を楽しむ

× 映画

【有明ガーデン複合施設】

勉強で使えてくつろげる

カフェやショッピングな

どの遊ぶ場所が欲しい。

若者の意見を実現してもらえる環境がとて

もよいと思った。意見もしやすくなるし、

なにより意見するのが楽しくなると思う。

高校生

尼崎市と盛岡市、目的やターゲットが異なる点が気

付きでした。尼崎市では、子供の保護や支援が目的

で、盛岡市では地元から離れてしまった人がター

ゲットとなっていた点が、面白かったです。

高校生
街の壁でみんなでゲームをやった事例を見て、驚きま

した。「やりたいことをやっていいんだ」と感じました。

【「これからの街の本屋」B&B】

ビールやコーヒーを飲みながら本が読める。

非公式の教育を通して、自分・社会を

学ぼうという施設。「やりたいこと」を

聞き、大人が支援してくれる場所。

【事例紹介①：兵庫県尼崎市「尼崎市ユース交流センター」】

盛岡から上京した人たちに、盛岡と関

係性を作ってもらうために始まったプ

ロジェクト。盛岡 - 東京間の交流拠点

として開設された。

【事例紹介②：岩手県盛岡市「盛岡という星で base station」】

【高校生からの質問と感想】

【栄サウスパーク】

ガラス張りで開放的。

中が見えるので、誰が

何をしているのか分か

りやすい。

【パーソナル屋台】

無料で飲み物など

を提供すること

で、どんな人とで

もコミュニケー

ションを取れる。

【須賀川市民交流センター「tette」】

図書館があり、人と人だけでなく、

人と本の繋がりも生む。

【テラス沼田】

テラスがたくさんあり、

吹き抜けになっている

ので開放的。


